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Zoom を使⽤したリモートサポート                          2021 年 4 ⽉版 

 
Nutanix ではサポートケース対応の際に、WebEx や Zoom を使⽤してお客様機器へのリモート接続を依頼
させていただくことがあります。 
 
WebEx や Zoom を使⽤したリモートサポートの特徴 
 
・お客様の端末画⾯を共有していただき、Nutanix 機器へアクセス 

(Nutanix 機器を外部に接続する必要はありません) 
・お客様と会話をしながら調査を実施 
・ワンタイムセッション 

(弊社から都度ご送付するリンクを元に、お客様に接続・切断を頂くことでセッションが確⽴・終了) 
・SSL にて保護された通信 
 
リモートサポートを使うメリット 
 
・お客様(IT 管理者様)の作業負荷の軽減 (サポートエンジニアが直接作業を実施) 
・調査時間やログ採取・アップロード等の作業時間の短縮化 
・解決までの時間が平均 30%短縮(弊社調査・特にマルチベンダー間の切り分け等の時間は⼤幅に短縮) 
 
リモートサポートでアクセスするのは、調査対象となる Nutanix クラスタを構成するホスト・IPMI・CVM
です。必要に応じてお客様の許可を頂いて関連する管理サーバ(VMware vCenter Server や Microsoft 
SCVMM や AD サーバ等)の設定を確認することがあります。お客様のデータ⾃体へのアクセスは⾏いませ
ん。また Nutanix 構成の変更等はお客様に確認を⾏なった上で⾏います。 
 
リモートサポートでの作業中に知り得た機密情報やシステム環境情報は、お客様問題の調査及び解決のみ
に使⽤し、その他の⽬的で使⽤・または第三者に共有することはありません。 
 
リモートサポートで必要な端末環境と必要な接続先 
 
・HTML5 対応のウェブブラウザ (Google Chrome, Firefox, Safari 等が推奨) 
・Java JRE 
・SSH が利⽤できるターミナルソフト (Teraterm, Putty 等) 
・vCenter のクライアントソフトウェア(WebUI でも可。使⽤頻度: 低) 
・Remote Desktop 環境(使⽤頻度: 低) 
・問題の内容によっては Wireshark 等追加のソフトウェア (必要な場合は、ケース上にて都度相談) 
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接続先 HW 交換 SW 問題 コメント 

Prism ◎ ◎ Data Resiliency Status の確認等 

CVM (SSH) ◎ ◎ いずれの問題でもアクセスすることが多い 

Hypervisor (SSH) ◎ ○ SW の問題部位によってはアクセスしない 

IPMI Web UI ◎ △ 主にノードの Power on/Power off/Power 
Reset、Sel ログの確認、Hypervisor のコ
ンソールアクセス時等にアクセス 

IPMI Web Console ◎ △ Hypervisor のコンソール。主に SATADOM 
交換時等、ホストの起動の確認、ホストに 
SSH アクセスできない場合、ホストの IP 
変更の場合等にアクセス 

Prism Central × △ 主に Prism Central での問題の場合にアク
セス。クラスタが多い場合はここから 
Prism Element に切り替えることもある 

vCenter / SCVMM / 
Failover Cluster 
Manager 等のハイパ
ーバイザ管理 GUI 

△ △ 必要時のみ。基本的にお客様作業範囲 

仮想マシン × △ 必要時のみ。基本的にお客様作業範囲 

Domain Controller × △ 必要時のみ。基本的にお客様作業範囲 

ネットワークスイッチ × △ 必要時のみ。基本的にお客様作業範囲 
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Zoom について 
 
Zoom は Zoom Video Communications 社のクラウドサービス型の会議システムです。インターネットを
通じて、PC やスマートデバイスを介して、画⾯共有などのさまざまな機能と電話会議を利⽤できます。 
 
特徴 
 
(1) リモート操作を⾏うことが可能 
(2) 参加者が同じ画⾯を共有 
(3) チャット、⾳声、ビデオ会議が可能 
 
Zoom 利⽤要件とインストーラーのダウンロード 
 
利⽤要件およびインストーラーのダウンロードは下記をご参照ください。 
 
・利⽤要件 
https://support.zoom.us/hc/ja/articles/201362023-PC-Mac-
Linux%E3%81%AE%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0%E8%A6%81%E4%BB%B6 
 
・Zoom Client for Meetings のダウンロード 
https://support.zoom.us/hc/en-us/articles/207373866-Zoom-Installers 
 
https が通る環境であれば、ほとんどの場合利⽤できます。実際の障害対応の前に、Zoom の接続テストを
希望される場合にはケースにてご依頼ください。「Zoom の接続テストを希望」としてケースオープンし
ていただければ、弊社サポートチームにて対応させていただきます。 
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リモートサポート実施の流れ 
 
(1) Nutanix サポートエンジニア(SRE)が Zoom のミーティング URL、またはインビテーションメールを

お客様へ送付します。 
(2) お客様は、送付された URL をクリックして参加します。 
(3) ⾃動的に Zoom アプリケーションのインストーラーがダウンロードされます。 

 
(4) インストーラーをクリックしてインストールします。（”ブラウザから参加”という⽅法もありますが、

画⾯の共有はできますが、リモート操作はできませんのでご注意ください） 
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(5) インストールが完了しましたら以下の名前⼊⼒の画⾯が出てきます。 
名前を⼊⼒して、必要に応じてお名前の記憶とビデオオフにチェックを⼊れて参加します。 

 

(6) ご希望のオーディオ参加⽅法を選んで、参加します。（チャットの利⽤もできますので、オーディオか
らのご参加は必須ではありません） 
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(7) 上部のユーザ名からオーディオのミュート、や他の参加者とのプライベートチャットができます。 

 

(8) Nutanix サポートから通常チャットからメッセージが送られてきます。（下部の”チャットを開きます”） 
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(9) 調査のためにデスクトップの共有をお願いしております。 

デスクトップの共有を実施するには、”画⾯の共有”から、”画⾯”→”画⾯の共有”をクリックします。 

 

(10) 画⾯を共有したら、上部の”詳細”からチャットをクリックして常に表⽰するようにします。 
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(11) Nutanix エンジニアがアプリケーションのリモート操作権をお客様に依頼します。お客様の画⾯上に
下記のメッセージが表⽰されます。操作権を許可するには”承認”をクリックします。画⾯の上にマウス
を置くとメニュー欄が表⽰されて、”リモート制御”から操作権の割り当てもできます。 
 

 
 

(12) “詳細”→ “リモート制御”→”クリップボードを共有します”をチェックします。これによりクリップボ
ードが Nutanix エンジニアと共有され、コピー＆ペーストによるコマンドやエラーメッセージのやり
とりが可能になり、問題の解決が迅速になります。 
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(13) Nutanix エンジニアがお客様と会話、もしくはチャットしながら調査を⾏います。 
(14) Nutanix エンジニアが作業を完了したら、ミーティングを終了します。お客様から終了する場合は、

共有を停⽌（”共有の停⽌”）して、”ミーティングを退出”をクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


